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鱒観閲願繊嶽類撚惣
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療し蕊ず。
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今
風
の
ー
龍

『
ね
こ
の
手
か
し
ま
す
』

ね
こ
の
華
を
貸
す
会
社
「
ね
こ
の
手
や
」
。
あ

る
日
、
警
察
署
轟
は
、
銀
行
強
盗
か
ら
人
質
の

娘
を
助
け
る
た
め
に
ね
こ
の
車
を
億
り
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
億
り
た
の
は
、
引
っ
か
き
名
人

の
タ
ロ
。
さ
て
、
事
件
は
解
決
す
る
の
で
し
ょ

う
が
？

『
く
ら
し
の
法
律
百
科
（
改
訂
新
版
）
』

瀧
落
雪
∴
料

態
蘭
∴

小
学
館

昭
和
隻
1
9
6
7
）
年
に
出
版
さ
れ
た
『
家
慶

の
法
律
』
は
、
法
律
に
は
緑
の
薄
い
一
般
の
人
た

ち
の
た
め
の
わ
か
り
や
す
い
館
議
書
と
し
て
当

時
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り
ま
し
た
。
2
0
0
4

年
に
は
『
く
ら
し
の
法
律
百
科
』
と
し
て
会
頭
改

稿
さ
れ
ま
し
た
が
、
本
書
は
そ
の
改
訂
新
版
で

す
。
秋
の
夜
長
、
法
律
百
科
を
読
書
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

今
月
の
親
潮
圃
話
題
親

猿
∴
糞
　
国
　
富

本
堂
綜
霊
漣
争
い
撥
醇
爆
議

蜜
が
霜
熊
は
慈
善
兼
∵
忠

恕
駿
糠
池
疑
惑
縁
靂
曳

慈
恵
海
綿
徳
富
渉
毒
タ
メ
ッ
竜
牽
ジ

薬
篭
茶
器
へ

覿
辞
意
薬
缶
恒
積
嫌
緒
義
経
巌

避
融
障
蓬
避
鎗
擬
態

懸
繚
鴬
濃
蘭

一
鰯
一
念
繊
湯
壷
等
轄
夢
俄

緯
線
墳
為
名
義
離
菰
草
薮
寝
室
凌

妙
齢
受
話
誤
字
を
務
ま
義

兄
競
議
経
線
漆
裁
縫

ブ
黒
姫
ツ
タ
霧
凄
撥
金
裁
撥
讃

嘆
遼
繊
慈
絨
締

還
霧
綾
錦
遼
罵
霧
を
蚤
漆
黒
懇

意
を
潜
み
謙
譲
う
持
薬
宛
等

塩
基
特
恵
藩
づ
晋
、
薄
汚
嶽
襲
見
事

蕊
惹
く
首
論
う
導
く
字
義
っ
く
為
で

紅
海
し
が
薄
が
い
遼
鉾
に
い
く
の

蜜
縄
蒔
藤
懸
へ
譲
歩
ヱ
専

科
英
幸
騰

ー
騒
　
圏
　
聾

温
夕
恕
炒
秘
「
態
」
額
翻
ザ
ザ

ジ
ャ
ー
サ
リ
ズ
番
撥
醸

ブ
ラ
ッ
ク
・
ケ
ネ
デ
ィ
　
　
乞
．

太
が
繊
細
常
勝
く
繊
饗

閲
類
い
稔
捻
韓
鍵
遼
適
塾
滴

嘘
襲
綬
ラ
イ
ン

繚
本
∴
闘

上
杉
∵
擬

や
遊
シ
ャ
ル

輩
出
蘭
人

戴
閲
撥
慶

姐
茶
∴
鰭

縫
い
稀
蕗

ふ
く
姥
無
し
騎

金
轡
一
残
額
連
開
塾
騒
験
濃
能
　
舞
顕
駿
灘

藍
薄
墨

穣
馨
態
薬
、
穫
接
緩
着
馬

蹄
妙
薬
鈴
島

緩
金
銭
　
嶺

繊
綺

発
緒
戦
槻

審
議
蕪
雑
緒

不
態
綾
織
陵
灘

慈
恵
磯

薄
縁

密
航
駿
東
撥
鰹
か

据
婿
∴
緻

緊
縛
繋
久

擬
琉
謙
三

懸
瀬
濁
華

麗
凝
邁
漱
音

爛
川
認
之

感
閻
∴
灘

薗
撥
「
澄

三
顆
識
露

フ
ァ
ン
∴
ジ
三

鳳
傍
名
藤

舞
二
九
双
樹

ホン・野
÷

ツ
タ
歩
ユ
ン

謡
ス
プ
ア
只

～
全
国
秋
の
読
書
週
間
企
画
～

私
の
お
す
ず
め
！こ

の
一
冊

1
0
月
2
7
日
（
月
）
～
日
月
9
日
（
日
）
は
全

国
秋
の
読
書
週
間
で
す
。
そ
こ
で
、
市
内
の

方
々
に
お
勧
め
の
一
冊
を
紹
介
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

「
霊
長
類
ヒ
ト
科
動
物
図
鑑
」

向
田
邦
子
　
薯

文
璽
暮
秋

関
口
幸
恵
（
下
谷
4
丁
目
）

孤
島
で
暮
ら
す
た
め
の
一
冊
の
本
を
選
べ

と
言
わ
れ
た
ら
、
著
者
は
迷
わ
ず
向
田
邦
子

に
す
る
。
作
品
の
す
べ
て
が
好
き
だ
か
ら
大

い
に
悩
ん
で
「
霊
長
類
ヒ
ト
科
動
物
図
鑑
」
に

し
よ
う
。

先
日
、
子
ど
も
の
こ
ろ
、
お
世
話
に
な
っ

た
人
と
食
事
を
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。
昔
の

ま
ま
に
私
を
「
サ
チ
」
と
呼
ん
で
、
思
い
出
話

に
時
を
忘
れ
た
。

川
の
水
を
汲
ん
で
沸
か
し
た
五
右
衛
門

風
呂
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
を
煮
詰
め
た
大
き
な

へ
っ
つ
い
、
水
車
小
屋
や
い
く
つ
も
並
ん
だ

鶏
小
屋
。
3
、
4
歳
だ
っ
た
私
は
、
母
に
叱
ら

れ
る
と
、
下
着
を
小
さ
な
風
呂
敷
包
み
に
し

て
、
毎
日
隣
の
そ
の
家
に
家
出
を
し
て
い
た

と
言
う
。
大
き
な
家
の
大
家
族
は
、
小
さ
な

私
を
家
族
の
一
員
に
し
て
く
れ
た
。

本
は
私
の
記
憶
に
重
な
っ
て
来
る
。
洗
濯

機
も
ガ
ス
レ
ン
ジ
も
便
利
な
も
の
は
何
も
な

か
っ
た
が
、
そ
れ
を
補
う
心
の
豊
か
さ
が
あ


